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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

新
た
な
時
代
に
お
け
る
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
改
正
す

る
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
一
七
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

新
た
な
時
代
に
お
け
る
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い

う

）
は
、
貿
易
、
投
資
等
の
自
由
化
及
び
円
滑
化
を
進
め
、
金
融
、
情
報
通
信
技
術
等
の
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
経
済
連
携

。
を
強
化
す
る
た
め
の
法
的
枠
組
み
を
設
け
る
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四
年
）
十
一
月
に
発
効
し
た
。

そ
の
後
両
国
は
、
物
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
の
更
な
る
自
由
化
及
び
円
滑
化
を
目
指
し
て
改
正
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
で

合
意
し
、
交
渉
の
結
果
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
三
月
に
東
京
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
と
リ
ー
首
相
と
の
間

で
こ
の
議
定
書
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
議
定
書
は
、
本
文
十
六
箇
条
及
び
末
文
並
び
に
附
属
書
か
ら
成
っ
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
議
定
書
に
関
連
し
、
協
定
第
七

条
に
基
づ
く
実
施
取
極
を
改
正
す
る
議
定
書
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
現
行
協
定
に
基
づ
き
関
税
上
の
特
恵
待
遇
が
与
え
ら
れ
る
原
産
品
を
対
象
と
す
る
緊
急
措
置
を
廃
止
し
、
こ
の
議
定
書
に

よ
り
関
税
上
の
特
恵
待
遇
が
与
え
ら
れ
る
原
産
品
を
対
象
と
し
て
適
用
期
間
を
二
年
（
極
め
て
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
は
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最
長
四
年
）
以
内
と
す
る
緊
急
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
暫
定
緊
急
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
。

二
、
締
約
国
の
原
産
品
と
な
る
水
産
物
そ
の
他
の
産
品
に
関
す
る
船
舶
及
び
工
船
の
条
件
を
定
め
、
付
加
価
値
基
準
に
お
け
る

材
料
の
原
産
資
格
価
額
の
計
算
に
係
る
閾
値
を
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
、
及
び
締
約
国
の
原

い
き

産
材
料
の
み
を
使
用
し
て
生
産
さ
れ
る
産
品
を
当
該
締
約
国
の
原
産
品
と
す
る
旨
を
定
め
る
。

三
、
我
が
国
が
新
た
に
行
う
関
税
の
撤
廃
及
び
引
下
げ
並
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
日
程
に
つ
い
て
定
め
る
。
主
要
品
目
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

軽
油
の
一
部
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
一
月
一
日
に
撤
廃
す
る
。

（

、

）

、

（

）

２

一
部
の
石
油
製
品
及
び
石
油
化
学
製
品

揮
発
油

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
等

に
つ
い
て

二
〇
〇
八
年

平
成
二
十
年

一
月
一
日
後
均
等
な
引
下
げ
を
行
い
、
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）
四
月
一
日
に
撤
廃
す
る
。

３

マ
ン
ゴ
ー
、
ド
リ
ア
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
製
材
及
び
え
び
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
一
月
一
日
に

撤
廃
す
る
。

４

カ
レ
ー
調
製
品
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
一
月
一
日
後
均
等
な
引
下
げ
を
行
い
、
二
〇
一
四
年
（
平

成
二
十
六
年
）
四
月
一
日
に
撤
廃
す
る
。



- -3

、

。

。

四

我
が
国
が
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
つ
い
て
新
た
に
行
う
特
定
の
約
束
に
つ
い
て
定
め
る

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

１

保
険
仲
介
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
を
拡
大
す
る
。

２

国
境
を
越
え
る
証
券
取
引
の
自
由
化
を
拡
大
す
る
。

五
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
つ
い
て
新
た
に
行
う
特
定
の
約
束
に
つ
い
て
定
め
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

１

フ
ル
・
バ
ン
ク
の
免
許
枠
を
拡
大
す
る
。

２

ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
バ
ン
ク
の
免
許
発
給
数
に
係
る
制
限
を
撤
廃
す
る
。

３

国
境
を
越
え
る
証
券
取
引
の
自
由
化
を
拡
大
す
る
。

六
、
こ
の
議
定
書
は
、
両
締
約
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
上
の
手
続
に
従
っ
て
承
認
さ
れ
た
旨
を
通
知
す
る
外
交
上
の
公
文
を

両
締
約
国
が
交
換
す
る
日
の
後
五
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。


